
第３１回「医療放射線の安全利用研究会」フォーラム 

         主 催：医療放射線防護連絡協議会 

１．日 時：平成２２年１０月８日（金）10:30～16:15 
２．場 所：東京都江戸川区民ホール（タワ－ホ－ル船堀 5階「小ホ－ル」） 

江戸川区船堀４－１－１（電話：03－5676－2211） 

地下鉄・都営新宿線｢船堀｣駅下車 北口（徒歩１分） 

３．テ－マ：「最近の医療放射線安全に関する国際機関の動向 ＊医療分野にお

ける IAEA の新放射線基本安全基準の課題と対応＊」 

４．趣 旨：今回の新たな IAEA の放射線基本安全基準を十分に満たす対応とその整

備は、重要な課題である。とくに、今回の放射線安全基準は、医療分野

にも大きく踏み込んだ内容であり、わが国の医療現場の状況と放射線安

全管理体制を照らし、国際的な医療放射線安全のリーダーシップを担う

ために、今後の変革すべき事項を行政と現場の実務担当者で検証します。 

５．内容 

10:30  
 開催挨拶 ：総務理事 菊地 透 

Ⅰ．基調講演  60 分  

座長：菊地 透（自治医科大学）  

 「医療関係者に向けた IAEA 新放射線基本安全基準の概略」 

  日本原子力研究開発機構  山口 恭弘  

 

昼食・休憩 60 分 

12:45 

Ⅱ．ワークショップ 発表を各 30 分 

テーマ「医療分野における IAEA の新放射線基本安全基準に対する状況とその対応」 

座長：大野和子 

１．医療分野に係る障害防止法と新 BSS の課題  

  放射線医学総合研究所 米原 英典 

２． 医療関係法令と新 BSS の課題 

  厚生労働省医政局放射線管理専門官 馬場征一 

３．わが国の医療放射線安全の状況とその対応  

  国立保健医療科学院 山口 一郎 

４． 医療現場における課題とその対応 



藤田保健衛生大学 鈴木 昇一  

 (休憩：10 分) 

Ⅴ．総合討論  15:00～16:10 「 医療放射線安全の国際動向とわが国の対応」 

指定発言 他分野の方から 

閉会挨拶  総務理事 菊地透 
 

◆ 参 加 費： ３,０００円（講演要旨集代含む） 

◆ 申込方法： FAX．または E―メールでお申し込みください。 

◆  申 込 先： 医療放射線防護連絡協議会 事務局 

〒113-8941 東京都文京区本駒込 2-28-45 日本アイソトープ協会内 

Fax：03－5978－6434 電話：03－5978－6433 （月・水・金のみ） 

         E－mail：jarpm@chive.ocn.ne.jp 
 


